
高齢者交流サロンが商店街活性化の起爆剤に

特定非営利活動法人　いきいきセンター

【事業名と実施年度】

平成14年度 コミュニティ施設活用商店街活性化事業

商店街と連携し、空き店舗を活用して高齢

者向けのコミュニティサロンを整備・運営

総事業費 20,139千円

【事 業 実 施 内 容】

１．背景

羽咋市は石川県・能登半島の基部に位置する、

東西・南北ともに約11km、人口は２万5,000人超

の街である。

羽咋市の中心市街地は、「能登半島の玄関口」

として行政・経済の中心を担う役割を果たしてき

た。明治末期には繊維産業などの隆盛にともない

金融・運送関係の会社が設立され、活発化する経

済活動を支えてきた。昭和39年には、市内７団体

が「羽咋市商店街連合会」を設立し、時代の要求

に対応できる商店・商店街づくりに取り組んで

た。

しかし、昭和47年、53年に相次いで大型ショッ

ピングセンターが近隣に進出し、商店街との競合

が始まった。さらに、近年は国道沿いに郊外型の専門店・大型店が進出しており、より広範囲な

地域からの集客競争が激化、商店街には空き店舗が目立ってきている。

このような状況を受け、既存の商店街では身近な場所で安心して買い物できるための店づくり

を目指し、大型店とは一線を画した独自の取り組みを進めている。本事業は、この取り組みの一

環として商店街の空き店舗を活用した高齢者の交流の場の整備である。
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石川県羽咋市川原町エ178番地１

０７６４－２２－７４４４

（1）管内人口 ２万５千人

（1）商店街数 －商店街

（3）空店舗率 －％

（2）管内商店街数 －商店街

（2）会員数 －商店

（4）大型店空き店舗数 －店

1．超広域型商店街　2．広域型商店街　3．地域型商店街　4．近隣型商店街

羽咋市の位置



２．事業内容

（１）高齢者交流サロン「元気の里」の整備・

運営

①事業目的

本事業では、中心商店街の空き店舗が増

加し魅力が低下してきたことに加え、急速

な高齢化社会の進展にともなう高齢者への

対応を図るため、空き店舗を高齢者向けの

施設として活用することで空き店舗の解消

と高齢化社会への対応を図り、商店街に

賑わいを創出することを目的として実施

された。

②施設の概要

中心商店街内の空き店舗となっているビルの

２・３階部分（各階も約330m2）を改装し、平

成14年12月８日にオープンした。

２階部分：約60人を収容できる多目的ホー

ル。将棋・囲碁が楽しめる畳の部

屋と、お茶を飲んで休憩できるサ

ロンも設置。

３階部分：健康と学習の場。ルームランナ

ーなどが設置されているトレー

ニング室、パソコンルーム、小会議室がある。カラオケや映画を楽しむこと

のできる設備も設営されている。

羽咋郡市一市四町の高齢者を対象に会員を募集しており、定員は100名としている。

また、開館時間は午前９時から午後５時までで、年末年始以外は無休となっている。

③催しもの

パソコン教室や絵手紙教室、フ

ラダンス教室を開講したほか、も

ちつき・クリスマス会などの季節

の行事を行った。

また、商店街内にある駐車場の

一角で平成14年12月８日から21日

まで午前７時からの３時間、朝市

「げんき市」を開催した。
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パソコンルームの様子

「げんき市」の様子

「元気の里」開所式の様子



【効 果】

１日の平均利用者数は20名にのぼっており、高齢者の交流の場として地域の住民から活用され

た。

また、コミュニティ施設を利用している高齢者が中心となり、商店街との共催で朝市（「はち

の市」）を実施した。「元気の里」に集う高齢者らが能登の漁協から取り寄せた鮮魚類や手作りの

ちまき、野菜や漬物、焼き物などを月に４回、仮設テントで販売した。

高齢者の生きがい活動の一環として寄与するとともに、徐々にではあるが商店街活性化の起爆

剤となりつつある。

【課 題 ・ 反 省 点】

今後は交流サロンを拠点として配達システムを構築していく予定である。

商店街の商品を近隣居住者により多く購入されるようなシステムをいかに構築していくかが大

きな課題である。

【教 訓】

（１）地方の高齢者は近所に集まることのできる場所が少ないため、空き店舗を活用して交流

できる場所を提供することは非常に意義深いことであると実感している。

（２）運営に当たっては高齢者の意見を重視している。自ら企画・提案して積極的に関わって

いくことで、よりその場所にあった活性化ができると考えているためである。

「元気の里」においては、高齢者からの提案により若者が活性化されている場面も非常に

多く見られている。

【関 連 Ｕ Ｒ Ｌ】

羽咋市駅前通り商店街事業協同組合　　http：//www2.icnet.or.jp/̃ekimae/

NPOいきいきセンター　　http：//www.ishikawa-npo.jp/npolist.html
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